
PDM法プログラムの使い方 
【1】 PDM法のプログラムをインターネットからダウンロード 

 http://resept.com に ア ク セ ス し ， ３ つ の フ ァ イ ル を ダ ウ ン ロ ー ド す る 。

 

【2】まずPDM法をコンピューターにインストールする。インストールするとプログラムアイコンにPDM法が追加される。 

 

【3】インストールできたら早速スタート。PDM法のアイコンをクリックすると以下のような初期画面が出てくる。 

http://resept.com/


 

【4】PDM 法プログラムは，データ読み込み->データ修正->集計の手順をとる。左側の｢データ読み込み｣をクリックし，

レセプトデータと傷病マスターデータのファイルを指定する。傷病マスターデータは119分類なら119.csvを使うが通

し番号であらわす場合(通常の119分類は101,102,103と続くが1,2,3,・・・とする場合)は119serial.csvを使ってく

ださい。 

重み付けデータファイルは通常は空白のままで，たとえば全体を分析したあと，男女別に集計したり，地区別に集計

する，といった場合に，まず全体の集計を保存したファイルから｢重み付けファイル｣を作成保存しここに指定する。 

ファイルを指定したら下の｢チェック開始｣をクリックすると右側の数字が動きだし，ファイルの読み取りが始まる。

ここで，エラーがでるとエラー欄に表示される。たとえば1805のような存在しない傷病コードがあるとそれがエラーで

表示される。エラーがでると読み取り終了後に｢データ修正｣をクリックして修正し保存する。 

 

【5】レセプトデータファイルの内容 

 これは分析するレセプトデータファイルsampledata.csvをExcelで表示したものである。PDM法で分析するレセプト

データは必ずカンマで区切られたテキストファイル(csv[comma separated value]ファイル)でなければならない。そし



て左より通し番号，日数，点数，そして傷病コード(傷病名は最大30まで)と続く。このうち通し番号は処理とは無関係

であり，専らエラー修正時のめやすとして使用する他，たとえば男女別に集計するのなら単にM,Fとしてもかまわない。 

 

【6】データ読み込みが終わると次は集計である。ここで重み計算の方法と補正次数を指定しなければならないが，デフ

ォルトでは｢日傷病当点数を用いる｣｢二次補正｣が指定されているので通常はこのままでよい。集計結果は画面に表示さ

れるがExcelでグラフ化したりする場合はテキストファイル出力を選択し，ファイルのパス名と名称を記入する。 

 それらを記載しおえたら｢集計開始｣をクリックする。 

【7】集計が終わると｢集計完了 レポートを表示しますか？｣と表示される。YESをクリックすると以下のようなレポー

トが表示される。｢テキストファイルに出力する｣をチェックしていた場合，同内容のcsvファイルが指定されたフォル



ダー内に生成されている。 

 レポートはタテ書きの簡略のものと，ヨコ書きの詳細なものとがある。ﾃｷｽﾄファイル出力されているのは詳細なもの

である。なお重みつけファイルを使用した結果は(重み)とされたものに表示されるがここでは重み付けファイルはつか

っていないからこれらの部分は空白である。 

 

【8】出力ファイルをExcelで表示させたものが以下の通りである。出力ファイルは一番上の行に，分析対象となったレ

セプトデータのファイル名，点数の合計，点数の重み計算の方法，点数の全体平均値，そして補正次数が表示されてい

る。 

 



【9】重み付けファイルの作り方 

  通常レセプトデータを分析するときに重み付けファイルは不要であるが，それが必要になる場合がある。たとえば

男女別に分析したい場合，元のレセプトデータファイルを男女別に分けて別々にPDM法にかけて結果を出すと，たとえ

ば男の糖尿病と女の糖尿病の点数や日数の合計は男女合せたデータファイルの糖尿病の点数日数の結果と一致しない。

それは男女別々のファイルで傷病ごとの平均値を計算するため，当然ながら男の糖尿病の平均値と女の糖尿病の平均値

が異なるからである。もし男女の糖尿病の点数日数の合計が男女合わせたデータファイルの結果とピタリ一致させるた

めには，男女とも共通の重みで配分しなければならない。そのために重み付けファイルのｵﾌﾟｼｮﾝがある。 

  したがって男女別のPDM法結果を出すためには以下の手順をふまなければならない。 

1)男女全体のファイルをPDM法にかけてその結果を出力ファイルに保存する。 

2)出力ファイルから傷病コード，AV日数，AV点数の3列を取り出して別名で保存(たとえばsampledata-magnitude.csv)

する。 

3)次にレセプトデータファイルを男女にわけ，sampledata-magnitude.csv を重み付けファイルに指定している別々に

PDM法にかける 

  以上の手順をふむと男の糖尿病の日数点数，女の糖尿病の日数点数は男女全体の糖尿病の日数点数とピタリ一致す

る。この他，地域別とか制度別とか，全体の部分を分析する場合は必ず上と同じ手順で重み付けファイルを作成して使

用する。 

  下に重み付けファイルをExcelで表示したものを示す。重み付けファイルは必ず傷病コード，AV日数，AV点数の3

列からのみなるcsvファイルでなければならない。 

 

【10】重み付けファイルによる分析結果 

 ここであるレセプトの男女別集計を例に説明する。まず sampledata.csv を男女別に分け，sampledata-M.csv, 

sampledata-F.csvとして別々に保存し下のように重み付けファイルを指定して再度｢データ読み込み｣を行う。 

 



【11】重み付けファイルによる結果 

 重み付けファイルによる分析結果は通常の分析結果の右に繋がって表示される(下図のように重み付けファイルを使わない

場合はここは全てゼロとして表示される)。 表示項目はAV日数,AV点数，配分(Σ)日数，配分(Σ)点数そして配分日数割合(％)，

配分点数割合(％)であるが，このうち先頭のAV 日数,AV 点数は重み付けファイルの中身がそのままコピーされたものである｡

また重み付けファイルを使った場合,平均値の計算は行なわれないから通常の処理で表示される日数,点数の標準偏差(SD)は当

然ながら表示されない｡ 

  重み付けファイルで男女全のファイルを傷病分析したら,たとえば男の糖尿病の点数と女の糖尿病の点数は理論的には男女

合わせたファイルの糖尿病点数とピタリ一致する｡ただし,演算処理上小数点のあるケタ以下は切り捨てられたりするので厳密

には小数点以下まではピタリとは一致しない｡ 

【12】PDM法使用上の注意 

  PDM 法ではまずレセプトデータの点数を日数で割っている｡したがって日数はゼロであってはいけない｡しかし外来レセプト

では電話再診等で日数ゼロのレセプトが存在する｡Ver.1ではそれでエラー(#DIV/0!)がでた。そこでVer2ではプログラムが自

動的に日数ゼロや空白のレセプトについては日数＝1日に設定する。そのためPDM 法で得られた日数の合計は本当のデータの

日数合計よりやや多くなる(外来レセプトでは)。また日数もレセプトでは最大31日しかないはずである。たまに入力ミス等で

32日以上の日数があるとPDM法は自動的に31日にセットするので注意。 

 このように日数については制約があるが，点数についてはゼロや空白でもさしつかえない。むろん点数がゼロではそのレセ

プトの点数はゼロとして扱われるがそれでも日数はちゃんと分析される。 

 またレセプトの中には傷病名が無記載のものがある。PDM 法では傷病名が記載されていないと分析対象からはずす。したが

って傷病名無記載のレセプトが含まれているとPDM法の日数点数の合計は本物のデータの合計よりも小さくなる。 


